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資料10

(1) 「地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引き」に示される構成イメージ

(2) 次期戦略策定にあたって留意する事項等

① 「函館市基本構想」の実施計画としての位置づけ

・本市の行政運営上の最上位計画である基本構想の内容を勘案する必要がある。

② デジタルの力を活用した取組の実施および地域ビジョンの設定

・「デジタル田園都市国家構想総合戦略(2023～2027)」を踏まえる（デジタルの力を活用した社会課題解決に取り組む）こと，

また，地域の個性や魅力を生かした地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）の記載に努めることとしている。

③ 地方創生関係交付金や企業版ふるさと納税制度の活用についての考え方

・制度の活用にあたっては，活用する事業が総合戦略に位置付けられた事業であり，個別に設定したＫＰＩにより，毎年度，効果

検証を行うことが必要とされているが，当初策定時に記載のない事業であっても改訂により事業の追加は可能である。

◎ 次期戦略策定にあたっての方向性について

地域ビジョンの例
①栃木県宇都宮市 ：『夢や希望がかなうまち「スーパースマートシティ」』
②栃木県那須塩原市：『人がつながり 新しい力が湧きあがるまち 那須塩原』
③神奈川県小田原市：『世界が憧れるまち“小田原”』
④兵庫県洲本市 ：『豊かな自然とやさしさがあふれる暮らし共創都市・洲本』
※①，④は総合計画に掲げるビジョンを総合戦略でも踏襲

① 地方に仕事をつくる
・中⼩･中堅企業DX，地域の良質な雇⽤
の創出等，スマート農業，観光DX 等

② 人の流れをつくる
・移住の推進，関係⼈⼝の創出・拡⼤，
地⽅⼤学・⾼校の魅⼒向上 等

③ 結婚･出産･子育ての希望を
かなえる

・結婚・出産・⼦育ての⽀援，少⼦化

対策の推進等

④ 魅力的な地域をつくる
・地域⽣活圏，教育DX，医療・介護DX，

地域交通・物流・インフラDX，防災
DX 等

① デジタル基盤の整備
・デジタルインフラの整備，デジタル
ライフライン全国総合整備計画，マ
イナンバーカードの普及促進・利活
⽤拡⼤等

② デジタル人材の育成・確保
・デジタル⼈材育成プラットフォーム

の構築，職業訓練のデジタル分野の
重点化，⾼等教育機関等におけるデ
ジタル⼈材の育成等

③ 誰一人取り残されないための取組
・デジタル推進委員の展開，デジタル
共⽣社会の実現等

国の総合戦略における施策の方向

地方の社会課題解決
国によるデジタル実装の

基礎条件整備
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魅力向上プ ロ ジ ェ ク ト

経済再生プ ロ ジ ェ ク ト

[1]まちの賑わいを再生し，
未来へ引き継ぎます

➊観光・コンベンションの振興
➋農林水産業の振興
➌商工業の振興
➍新産業の創出と企業立地の促進
➎学術研究機能の充実

[2]子ども・若者を育み
希望を将来へつなぎます

➏子ども・子育て支援の充実
➐学校教育・高等教育の充実
➑若者への支援の充実

[3]いつまでも生き生きと暮らせる
まちをめざします

➒暮らしを支える福祉の充実
➓生きがいづくり･健康づくりの推進
⓫安全に暮らせる市民生活の確保
⓬安定した雇用の維持・創出

[4]日本一魅力的なまち函館を
次世代へ継承します

⓭魅力ある景観･町並み･市街地の形成
⓮文化芸術の振興と歴史の継承
⓯国際化と地域間交流の推進
⓰陸・海・空の交通網の充実

[5]持続可能な都市の基盤を
構築します

⓱社会基盤施設の機能維持
⓲公共交通の再編
⓳防災対策の充実
⓴環境保全の推進

(4) 「函館市基本構想」５つの基本目標と20の施策（現計画期間：2017年度～2026年度）

(5) 「市長公約」４つの分野（138項目）

１ 子どもたちの未来を守ります
（17項目）

２ 医療，福祉，暮らしを支えます
（60項目）

３ 経済・観光を再生します
（47項目）

４ 文化･スポーツ振興で未来を育みます
（14項目）

(6) 「人口減少対策本部」重点方針

１ 移住・定住の促進 ２ 子ども・教育への支援 ３ しごとの創出

(3) 「第２期函館市活性化総合戦略」２つの数値目標，３つの基本目標と施策項目（19項目）（現計画期間：2019年度～2024年度）

【数値目標１】合計特殊出生率：1.23（2018年）→ 1.27（2024年）
【数値目標２】20～29歳の市外への転出超過数：

累計2,205人（2014～2018年）→ 累計2,095人（2020～2024年）

【基本目標１】市民一人ひとりの幸せを大切にします

①地域で見守り支える福祉拠点づくり
②健康で元気に生活できる環境づくり
③出産・子育てへの支援強化
④ひとり親家庭等への支援強化
⑤地域の将来を担う人づくり
⑥いじめや虐待の未然防止・早期発見・早期対応
⑦教育環境の充実

【基本目標２】函館の経済を支え強化します

①観光客等の増加をめざす取組
②ＩＴやロボットなど先端技術を活用した生産性の向上
③食を支える安心･安全な農水産物の生産･供給支援のほか,食の
魅力を高め，多くのひとを呼び込み販路拡大につなげる支援

④誰もが生き生き働くことができる環境整備

【基本目標３】快適で魅力あるまちづくりを進めます

①デザイン性の高い町並みの整備やにぎわい空間の創出
②交通アクセスの向上
③災害に強く安心・安全なまちへの体制強化
④公共交通の充実
⑤文化・スポーツの振興
⑥環境にやさしいまちの推進
⑦移住・定住を検討している方への魅力発信
⑧行政事務の効率化と市民の利便性向上

次期戦略では，「地域が目指す理想像（地域ビジョン）」の策定が求められる


